
<希少生物確認数の増加>

　　　

（単位：千円）
事業名 地区名 事業実施主体 工　期 総事業費 主な事業内容等

小笠原諸島 東京都 H23～H27 141,000 絆の森整備事業

141,000

※対象事業を示した図面を添付

農山漁村地域整備計画

計画の名称

　小笠原諸島における外来樹木排除による野生生物共生林整備計画

計画策定主体

　東京都

対象市町村

　小笠原村

計画の目標

計画の期間

　平成２３年度～平成２７年度（５年間）

対象事業

合計
 （全体事業費）

森林整備事業

侵略的外来樹木により、餌資源（固有樹木の実）が減少しているアカガシラカラスバト（国
内希少野生動植物種）の確認個体数を、43羽から50羽に向上させる。

　世界遺産レベルの小笠原諸島独自の島しょ生態系を脅かす、アカギやモクマオウ等の侵略的
外来樹木を排除し、小笠原固有の野生生物と共生できる森林・生態系の回復を目指す。

定量的指標



農山漁村地域整備計画　位置図
計画名：　小笠原諸島における外来樹木排除による野生生物共生林整備計画

弟島

父島

母島

範囲内の都有地を対象
に実施
（約２０ｈａ程度）

範囲内の都有地
を対象に実施

範囲内の都有地
を対象に実施
（約１０ｈａ程度）



農山漁村地域整備計画事前評価調書

計画の名称

項目 評価細目 評価 説明欄

目標の妥当
性

・地域の課題に適切に対応する目標と
なっているか。
・関連する計画との整合性が図られて
いるか。

(計画の目標）
世界遺産レベルの小笠原諸島独自の
島しょ生態系を脅かす、アカギやモク
マオウ等の侵略的外来樹木を排除し、
小笠原固有の野生生物と共生できる森
林・生態系の回復を目指す。

適

・世界遺産登録も含め、小笠原諸島の
自然環境を保全し、健全な状態で後
世に引き継いでいくためには、外来種
対策が最重要課題である。

・世界自然遺産推薦地小笠原諸島管
理計画（環境省、林野庁、文化庁、東
京都、小笠原村）においても、生態系
の保全、外来植物駆除の推進が規定
されており、整合が図られている。

整備計画の
効果・効率性

・整備計画の目標と定量的指標は適切
に設定されているか。
・事後評価ができる適切な指標となっ
ているか。

（定量的指標）
希少野生生物確認数
アカガシラカラスバト　４３羽→５０羽

適

・野生生物と共生できる森林・生態系
の回復のための事業であることから、
希少野生生物確認数の増加は適切な
指標である。

・環境省や林野庁によってもモニタリン
グ調査が行われており、生息確認数の
情報把握が可能であり、事後評価もで
きる。

整備計画の
実現可能性

・整備計画の内容は事業実施可能性
が十分検討されているか。

適

・小笠原諸島の外来樹木駆除は、林野
庁において、国有林では既に実施され
ており、同様の手法で実施が可能であ
る。

・事業対象箇所は都有地であり、財産
権利上の問題も生じず、円滑な実施が
可能である。

判定

　小笠原諸島における外来樹木排除による野生生物共生林整備計画

適正


